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近
江
商
人
野
田
六
左
衛
門（
金
平
）家
に
は
、経
営
全
体
に
か
か
わ
る
年
次
の
明
確
な
家
訓
と
し
て「
家
訓
家
事
改
革
秘
書
」、店
則
と
し
て「
店
人
心
得
書
」

が
あ
る（
１
）。
現
在
、
滋
賀
県
日
野
町
史
編
さ
ん
室
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
文
末
の
注
記
に
よ
っ
て
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
一
一
月
晦
日
に
三
代

目
野
田
金
平
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
を
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
あ
ら
た
め
て
家
訓
と
し
て
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
残
存
し
て
い

る
の
は
、
罫
線
の
あ
る
紙
に
綴
じ
ら
れ
た
写
し
で
あ
る
。
筆
写
と
家
訓
制
定
の
年
次
は
不
明
。
後
者
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
に
定
め
ら
れ
た
店

則
で
あ
る
。

　

二
つ
の
史
料
の
解
題
を
述
べ
る
に
先
立
っ
て
、
野
田
六
左
衛
門
家
の
概
要
を
行
論
に
必
要
な
六
代
目
ま
で
の
事
跡
と
し
て
記
し
て
お
こ
う
。
野
田
六
左

衛
門
家
は
、近
江
国
蒲
生
郡
野
田
村
の
出
身
で
あ
る
。
初
代
野
田
金
六
は
奉
公
し
て
い
た
高
井
作
右
衛
門
家
か
ら
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）に
別
家
を
許
さ
れ
、

上
野
国
碓
氷
郡
板
鼻
宿
に
酒
造
業
の
十
一
屋
六
左
衛
門
と
い
う
店
名
の
出
店
を
開
い
た
。
爾
来
二
六
〇
年
余
、酒
造
業
に
従
事
し
て
き
た
。
以
下
に
お
い
て
、

本
家
と
は
野
田
村
の
こ
と
で
あ
り
、
本
店
と
い
う
の
は
板
鼻
宿
出
店
の
こ
と
を
指
す
。

　

二
代
目
金
平
は
初
代
の
娘
婿
と
し
て
家
業
を
継
い
だ
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
酒
造
石
高
は
五
〇
〇
石
で
あ
り
、
二
代
目
の
時
代
に
は
出
店
付
近
の

安
中
藩
や
高
崎
藩
に
大
名
貸
し
を
お
こ
な
う
ま
で
に
成
長
し
た
。
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三
代
目
金
平
も
娘
婿
と
し
て
家
業
を
受
け
継
い
だ
。
乗
合
い
店
方
式
に
よ
っ
て
、
板
鼻
宿
の
周
辺
に
出
店
の
改
廃
を
重
ね
た
。
文
政
五
年
正
月
に
板
鼻

宿
店
か
ら
の
出
火
に
よ
っ
て
酒
蔵
を
残
ら
ず
焼
失
す
る
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
後
再
建
に
努
め
、
板
鼻
宿
出
店
の
あ
る
地
域
の
事
情
を
考
慮
し
た
経
営
を

続
け
、
文
政
一
一
年
に
没
し
た
。

　

四
代
目
金
平
は
、
三
代
目
の
長
男
で
あ
る
。
放
蕩
に
ふ
け
っ
て
本
業
を
疎
か
に
し
、
押
込
め
隠
居
の
処
分
を
受
け
る
に
い
た
り
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

に
実
弟
が
代
位
し
て
五
代
目
金
平
を
継
い
だ
。
五
代
目
は
よ
く
家
勢
を
挽
回
し
た
。
明
治
に
な
っ
て
二
つ
の
名
前
を
名
乗
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
の
で
、

店
名
の
野
田
六
左
衛
門
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

五
代
目
の
長
男
で
あ
る
六
代
目
野
田
六
左
衛
門
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
一
九
歳
で
当
主
と
な
っ
た
。
家
業
の
拡
張
を
図
っ
て
、
三
重
県
の
神か
ん

戸べ

や
、
兵
庫
県
の
西
宮
、
大
阪
、
東
京
に
も
店
を
開
き
、
明
治
三
五
年
に
没
し
た
。

　
「
家
訓
家
事
改
革
秘
書
」
は
、
全
五
〇
箇
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。
商
家
の
当
主
を
中
心
に
し
た
経
営
陣
を
構
成
す
る
人
々
を
対
象
に
し
た
家
訓
で
あ
る
。

各
々
の
箇
条
に
は
数
字
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
内
容
紹
介
の
便
宜
上
、（　
）
に
よ
っ
て
数
値
を
与
え
て
箇
条
書
き
の
態
を
と
っ
た
。

　

第
一
条
〜
第
三
条
は
、
当
主
の
心
構
え
で
あ
る
。
富
家
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
世
の
中
を
楽
し
ん
で
暮
ら
そ
う
な
ど
と
い
う
甘
い
考
え

は
家
衰
亡
の
元
で
あ
る
。
先
祖
の
勤
功
の
余
徳
で
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
も
分
か
ら
ず
に
、
当
主
が
家
業
に
疎
か
っ
た
な
ら
ば
家
の
仕
事
を
他
人

任
せ
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
利
益
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
の
警
告
で
あ
る
。

　

第
五
条
で
は
、
家
内
の
頭
に
立
っ
て
、
慕
わ
れ
な
が
ら
部
下
を
率
い
て
い
く
に
は
、
人
の
道
に
叶
う
よ
う
に
正
路
篤
実
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
て
ば
資
産
の
乏
し
さ
を
感
じ
こ
そ
す
れ
、
遊
興
心
な
ど
浮
か
ぶ
は
ず
も
な
い
。

　

第
六
条
は
、
年
若
の
相
続
人
で
あ
っ
て
も
、
家
業
の
上
達
を
図
り
、
若
年
な
が
ら
壮
年
の
心
持
を
も
っ
て
こ
と
に
臨
め
ば
、
自
ず
と
胆
力
を
鍛
え
て
思

案
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
上
で
家
業
ば
か
り
で
な
く
世
事
に
も
通
じ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
一
人
前
の
役
立
つ
人
物
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
は

安
泰
で
あ
る
と
教
え
る
。

二　
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第
七
条
は
、
家
業
を
怠
る
こ
と
へ
の
警
告
で
あ
る
。
家
業
を
怠
れ
ば
、
家
法
は
乱
れ
、
不
実
の
誹
り
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
大
家
の
乱
れ
を
建
て
直

す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
の
で
、
悪
事
は
小
さ
い
う
ち
に
改
め
直
す
こ
と
で
あ
る
。

　

第
八
条
は
大
金
を
損
失
し
た
場
合
の
心
構
え
で
あ
る
。
性
急
な
穴
埋
め
を
狙
わ
ず
に
、
正
路
順
道
を
守
り
な
が
ら
自
然
の
回
復
を
待
つ
こ
と
で
あ
る
。

　

第
九
条
と
第
十
条
は
、
読
書
、
習
い
事
や
趣
味
に
関
す
る
留
意
事
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
人
前
に
出
て
も
臆
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
修
養

の
た
め
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
か
こ
つ
け
て
、
遊
民
の
群
れ
に
馴
染
ん
で
は
な
ら
な
い
。
な
に
よ
り
も
家
業
に
精
通
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
決

断
を
早
く
で
き
る
役
立
つ
人
間
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
身
分
に
差
し
支
え
な
い
程
度
に
諸
芸
を
た
し
な
み
、
幅
広
い
素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
奥
ゆ

か
し
い
人
柄
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
十
一
条
は
繁
華
な
場
所
へ
の
出
入
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
所
へ
出
か
け
て
様
々
な
事
柄
を
見
聞
す
る
の
は
、
物
事
の
内
情
と
大
意
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
決
断
の
参
考
と
す
る
た
め
で
あ
り
、
華
美
に
浮
か
さ
れ
て
我
が
家
の
衣
食
住
に
不
満
を
感
じ
る
よ
う
で
は
と
ん
で
も
な
い
心

得
違
い
で
あ
る
。
繁
華
な
と
こ
ろ
へ
の
外
出
の
際
は
帰
宅
時
間
を
守
り
、
家
人
に
い
ら
ぬ
心
配
を
さ
せ
ぬ
よ
う
な
慎
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
十
二
条
は
、
主
人
が
外
面
を
飾
る
こ
と
の
み
に
金
銭
を
費
や
し
、
義
理
を
軽
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
部
下
は
主
人
に
対
し
て
諫
言
し
難
い
も
の

で
あ
る
。
主
人
の
側
も
豪
家
自
慢
か
ら
諫
言
も
耳
に
入
ら
な
い
よ
う
に
な
り
、
勢
い
仁
義
の
道
に
背
く
よ
う
に
な
る
の
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

第
十
三
条
〜
第
二
十
八
条
に
は
、
倹
約
の
勧
め
と
奢
り
の
戒
め
に
関
す
る
条
項
が
並
ん
で
い
る
。

　

第
二
十
九
条
は
、
当
主
の
あ
り
方
で
あ
る
。
主
人
と
い
っ
て
も
最
初
は
実
力
の
と
も
な
わ
な
い
虚
名
で
あ
り
、
そ
の
席
は
借
り
物
に
す
ぎ
な
い
。
家
内

へ
の
主
人
の
支
配
力
の
不
浸
透
に
よ
る
損
失
は
計
算
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
い
の
で
、
主
人
役
が
十
分
に
勤
ま
り
、
主
人
役
が
立
派
に
果
た
せ
る
よ
う
に
心

が
け
る
こ
と
で
あ
る
。　
　

　

第
三
十
条
で
は
、
主
人
が
業
務
に
精く
わ

し
く
な
け
れ
ば
、
部
下
を
下
知
で
き
な
い
し
、
部
下
の
勤
怠
も
目
に
入
ら
ず
、
賞
罰
も
正
し
く
な
く
、
勤
功
を
認

め
る
こ
と
も
少
な
く
な
る
と
い
う
。
だ
か
ら
主
人
は
実
力
の
あ
る
主
人
と
し
て
諸
事
に
つ
い
て
達
人
と
見
な
さ
れ
、
隅
々
ま
で
目
が
届
く
よ
う
で
な
け
れ

三　
（
二
八
六
）
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ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　

第
三
十
一
条
〜
第
五
十
条
は
、
再
び
主
人
と
し
て
の
心
構
え
を
説
く
禁
止
条
項
が
並
ん
で
い
る
。
こ
と
に
臨
ん
で
柔
弱
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
時
々
の
気

分
を
表
情
に
出
す
こ
と
。
虚
言
を
言
う
こ
と
。
安
請
け
合
い
す
る
こ
と
。
言
語
を
飾
る
こ
と
。
約
束
を
守
ら
な
い
こ
と
。
勤
功
賞
美
の
際
の
長
口
上
。
過

剰
に
卑
下
す
る
こ
と
。
我
意
を
張
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
注
意
事
項
と
並
ん
で
、
家
業
永
続
の
観
点
か
ら
倹
約
と
奢
り
に
つ
い
て
の
条
項
が
重
ね
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

　
「
店
人
心
得
書
」
は
、
六
代
目
野
田
六
左
衛
門
の
時
代
に
制
定
さ
れ
た
。
制
定
の
時
期
は
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
と
い
う
松
方
デ
フ
レ
に
よ
る
不

況
の
真
最
中
で
あ
る
。
店
人
、
す
な
わ
ち
支
配
人
以
下
の
従
業
員
に
対
す
る
店
則
で
あ
り
、
綱
紀
粛
正
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
部
で

一
四
箇
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
条
は
、
政
府
の
法
令
を
守
る
こ
と
、
と
い
う
江
戸
時
代
同
様
の
法
令
遵
守
事
項
で
あ
る
。

　

第
二
条
は
、
互
い
の
間
で
の
金
銭
貸
借
の
禁
止
。

　

第
三
条
は
、
自
分
商
い
の
禁
止
。

　

第
四
条
は
、
商
用
で
店
か
ら
金
銭
を
持
ち
出
す
際
の
注
意
事
項
。

　

第
五
条
は
、
店
員
と
酒
造
業
に
従
事
す
る
蔵
人
に
よ
る
給
料
前
借
の
規
定
。

　

第
六
条
は
、
店
員
の
自
宅
へ
の
送
金
や
送
り
荷
は
、
本
家
を
通
す
こ
と
。

　

第
七
条
は
、
金
銭
出
入
帳
の
記
帳
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
。

　

第
八
条
は
、
月
〆
報
告
は
、
翌
月
の
三
日
ま
で
に
本
家
と
本
店
に
報
告
す
る
こ
と
。

　

第
九
条
は
、
本
家
と
本
店
へ
の
報
告
は
、
営
業
関
係
の
み
で
な
く
異
事
珍
事
ま
で
も
細
大
漏
ら
さ
ず
記
帳
し
て
、
月
に
二
回
は
提
出
の
こ
と
。

四　
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第
十
条
で
は
、
本
家
主
人
や
本
店
支
配
人
の
店
回
り
に
よ
る
帳
簿
点
検
に
備
え
て
明
瞭
な
筆
跡
で
記
帳
し
、
そ
の
際
は
隔
意
な
く
相
談
す
る
こ
と
。
し

か
し
、
支
店
支
配
人
た
る
も
の
は
す
べ
て
を
本
家
や
本
店
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
自
主
性
を
も
っ
て
一
身
に
支
店
経
営
を
引
き
受
け
る
心
が
け
が
望

ま
し
い
。

　

第
十
一
条
は
、
印
鑑
の
取
扱
い
に
関
し
て
で
あ
る
。
支
配
人
の
押
印
は
主
人
の
実
印
に
等
し
い
の
で
、
麁
略
に
せ
ず
慎
重
の
上
に
も
慎
重
で
あ
る
こ
と
。

　

第
十
二
条
は
、
酒
造
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
酒
造
中
は
店
従
業
員
で
あ
っ
て
も
遊
芸
を
慎
む
こ
と
。

　

第
十
三
条
は
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
国
へ
出
店
を
し
て
い
る
の
は
、
本
国
に
妻
子
を
養
う
産
業
が
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。
や
む
を
え
な
い
遠
国
出
稼
ぎ
は
鍬
鋤

を
も
っ
て
田
野
で
働
い
て
い
る
の
と
変
り
な
い
。
だ
か
ら
奢
侈
に
流
れ
ず
質
素
倹
約
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
不
相
応
の
所
持
品
が
見
つ
か
れ
ば

取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
十
四
条
は
、
店
の
な
か
で
良
く
な
い
こ
と
を
見
聞
し
た
な
ら
ば
、
傍
輩
だ
か
ら
と
い
っ
て
庇
い
合
う
こ
と
を
せ
ず
、
意
見
を
加
え
、
そ
の
う
え
で
聞

き
入
れ
な
い
場
合
は
帳
場
へ
届
け
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

凡　
　

例

　

・
原
文
に
は
適
宜
「
、」
を
付
し
た
。

　

・
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

　

・
変
体
仮
名
は
現
行
の
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
が
、
而
、
江
、
之
、
尓
に
つ
い
て
は
も
と
の
字
体
の
ま
ま
と
し
た
。

　

・
誤
字
と
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
時
は
マ
マ
を
付
し
た
。

　

・
史
料
番
号
は
、
滋
賀
県
日
野
町
史
編
さ
ん
室
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

五　
（
二
八
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六
十
三
巻  

第
二
号

註（
１ 
）
他
に
は
、
高
崎
支
店
に
関
す
る
店
則
で
あ
る
「
高
崎
支
店
改
革
議
定
書
」（
明
治
一
四
年
一
二
月
）
が
あ
る
。

　

 　

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重
点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

　
　
「
家
訓
家
事
改
革
秘
書
」（#

1468

）

　

一　

 （
第
一
条
）
家
事
業
体
之
執
斗
ひ
、
全
く
疎
略
之
儀
致
間
敷
存
居
侯
而
、
不
斗
ふ
行
届
尓
相
成
侯
次
第
ハ
、
家
得マ
マ

手
厚
く
思
ひ
、当
時
差
支
へ
無
之
故
、

自
身
家
業
を
覚
得
励
み
可
申
儀
尓
及
は
ず
、
何
様
之
立
廻
り
致
し
候
迚
、
今
ハ
誰
尓
制
せ
ら
れ
恐
る
べ
き
人
な
し
と
存
る
の
志
し
、
幽
か
尓
有
之

侯
気
味
よ
り
油
断
と
相
成
、
我
独
り
の
家
得
と
心
得
候
故
、
至
而
富
家
と
相
見
へ
少
々
私
用
尓
遣
ひ
減
ら
し
候
迚
、
左
の
ミ
障
り
ニ
も
相
成
間
敷
、

手
厚
き
禄
尓
産
れ
合
ひ
た
る
所
詮
尓
ハ
、
少
し
ハ
世
を
楽
ん
で
暮
さ
ん
と
存
る
思
ひ
よ
り
気
緩
ミ
、
古
格
家
法
を
崩
し
、
気
随
之
好
み
、
不
執
斗

ひ
の
品
々
、
世
間
の
詠
め
富
家
の
風
聴マ
マ

と
相
成
候
事

　

一　

 （
第
二
条
）
先
祖
勤
功
の
余
徳
ニ
て
相
替
ら
ず
押
立
有
之
候
儀
を
忘
却
致
し
、
未
熟
不
勤
め
ニ
て
も
相
替
る
事
無
き
家
得
之
様
心
得
違
ひ
致
し
、
凡

そ
十
ヶ
年
以
来
第
一
之
家
業
懈
怠
ニ
相
成
、
数
年
之
損
失
大
造
な
る
金
高
と
察
せ
ら
れ
候
、
譬
へ
ハ
作
男
召
抱
へ
亭
主
作
方
不
案
内
尓
て
下
知
差

図
得
致
さ
ず
、
下
男
任
せ
尓
致
し
置
、
田
畑
荒
ら
し
作
と
相
成
、
取
実
無
之
道
理
、
家
業
向
迚
も
右
と
同
前
之
儀
、
主
人
鈍
く
未
熟
尓
て
数
年
手

代
任
せ
尓
致
し
置
き
候
、
仕
方
緩
ミ
手
代
の
勤
疎
く
勢
ひ
を
失
ひ
、
年
々
の
利
益
を
失
ひ
可
申
候

　

一　

 （
第
三
条
）
金
銀
有
之
候
迚
、
世
を
楽
ん
て
暮
さ
ん
と
工
ミ
存
る
ハ
金
之
徳
を
見
過
ぎ
金
の
能
を
不
知
事
尓
候
、
大
体
苦
之
世
界
な
れ
バ
十
尓
九
ツ

苦
世
話
の
事
而
已
な
り
、
漸
々
一
ツ
二
ツ
も
気
尓
叶
ひ
た
る
事
の
可
有
之
哉
、
金
尓
て
調
ひ
候
事
も
十
之
内
二
ツ
三
ツ
も
助
け
尓
可
相
成
哉
、
世

六　
（
二
八
三
）



近
江
商
人
野
田
六
左
衛
門
家
の
家
訓
と
店
則
（
末
永
國
紀
）

の
有
様
弁
へ
ざ
る
ゆ
へ
楽
ま
ん
事
を
工
ミ
成
し
候
と
も
物
毎
手
広
ニ
繁
く
な
り
候
ま
で
尓
て
仕
損
じ
多
く
、
却
而
心マ
マ

苦
基
と
相
成
可
申
事

　

一　
 （

第
四
条
）
古
来
仕
来
り
候
家
法
ハ
自
然
之
道
理
尓
相
立
有
之
候
事
尓
て
、
一
応
之
詠
め
尓
ハ
仮
令
非
な
り
と
存
候
共
、
軽
々
敷
新
例
を
立
改
む
べ

か
ら
ず
、
数
試
ミ
老
後
之
上
、
得
と
見
定
メ
候
テ
改
正
可
致
事

　

一　

 （
第
五
条
）
家
内
頭
と
立
用
ひ
ら
る
ゝ
訳
ハ
、
業
体
用
向
行
届
厳
重
尓
相
勤
り
候
上
之
事
ニ
候
、
且
ハ
家
内
誰
々
尓
も
配
下
の
者
ま
で
た
よ
り
尓
思

は
れ
縋
ら
れ
候
様
、
和
融
仁
義
を
専
ら
ニ
、
目
下
の
者
を
憐
ミ
、
有
徳
尓
暮
す
所
詮
尓
ハ
正
路
篤
実
尓
世
を
渡
ら
ん
と
、
順
道
之
斗
ひ
を
心
懸
け

候
ハ
ヽ
、
家
柄
尓
応
じ
遣
ふ
へ
き
金
子
不
足
尓
て
、
心
底
尓
任
せ
ざ
る
も
の
尓
て
、
家
禄
手
薄
尓
見
へ
申
す
べ
く
、
中
々
遊
ひ
奢
り
之
心
ハ
発
り

申
ま
じ
く
候
事

　

一　

 （
第
六
条
）
若
年
之
時
ハ
厳
重
尓
勤
り
か
た
く
な
と
申
儀
候
へ
と
も
、
其
人
之
身
分
之
訳
柄
尓
よ
り
申
す
べ
く
候
、
且
ハ
時
節
之
振
合
ニ
も
応
じ
候

事
尓
て
、家
業
勝マ
マ

達
致
し
慎
而
可
相
勤
之
相
続
人
尓
候
、先
づ
若
年
を
壮
年
之
心
持
尓
改
メ
候
ハ
ヽ
気
も
臍
之
下
尓
治
り
、思
案
も
可
有
之
儀
ニ
候
、

勿
論
業
体
世
事
用
向
入
情
致
し
勤
得
候
而
一
々
差
支
へ
無
之
、
用
足
り
候
人
物
と
な
り
候
而
、
生
涯
気
楽
尓
世
を
渡
り
、
其
上
老
後
之
楽
ミ
と
致

し
可
然
事

　

一　

 （
第
七
条
）
猶
相
止
ま
ず
し
て
自
分
之
見
識
腹
不
定
虚
々
懈
怠
ニ
暮
ら
し
候
ハ
ヽ
、
弥
々
家
法
乱
れ
業
体
次
第
尓
衰
へ
手
薄
尓
相
成
、
却
而
世
間
は

手
広
尓
な
り
、
外
之
詠
メ
と
自
分
之
身
分
と
ハ
抜
群
の
相
違
と
な
り
、
心
気
を
痛
メ
後
悔
致
し
不
実
之
唱
へ
を
受
候
儀
、
是
皆
家
内
頭
之
難
儀
と

相
成
候
、
大
家
之
乱
れ
候
ハ
容
易
尓
立
直
る
ま
じ
く
候
、
左
様
相
成
ら
ざ
る
内
、
前
以
備
へ
を
革
正
申
す
べ
し
、
諸
事
尓
悪
癖
深
く
染
込
む
時
ハ
、

自
分
心
付
き
候
而
改
メ
度
存
候
と
も
、
中
々
直
り
難
き
も
の
尓
候
故
、
速
尓
革
正
可
申
事

　

一　

 （
第
八
条
）
大
金
之
損
失
致
候
時
ハ
、
不
斗
ひ
の
誤
り
を
押
し
隠
し
、
恥
を
雪
か
ん
為
メ
尓
迚
、
我
意
を
以
必
ら
ず
性
急
之
工
ミ
を
企
ツ
べ
か
ら
ず
、

自
今
以
後
ハ
行
状
正
し
く
有
来
り
之
業
体
を
励
み
、
猶
以
正
路
順
道
を
守
り
、
自
然
を
相
待
候
而
可
遂
本
懐
候
事

　

一　

 （
第
九
条
）
読
書
芸
事
心
懸
習
ひ
候
用
ハ
、
他
人
之
中
へ
出
て
不
臆
用
向
、
和
し
て
応
対
之
助
け
尓
も
致
す
べ
き
の
為
メ
尓
候
、
然
る
尓
芸
尓
事
寄

七　
（
二
八
二
）



第
六
十
三
巻  

第
二
号

せ
朋
友
と
遊
民
之
党
を
結
ひ
、
稽
古
ハ
未
熟
尓
て
奢
り
尓
落
入
り
、
日
々
の
費
ハ
増
長
し
無
益
の
事
尓
凝
り
偏
り
気
高
ぶ
り
、
浅
謀
尓
人
を
無
風

雅
俗
物
な
と
ゝ
掠
メ
侮
り
、
却
而
人
尓
悪
ミ
憎
ま
れ
、
重
た
る
業
体
用
向
は
応
対
不
調
法
尓
相
成
、
不
通
用
の
人
と
成
行
き
候
、
賈
人
尓
風
流
な

ど
申
儀
無
之
候
へ
共
、
其
上
下
の
身
分
尓
よ
り
覚
得
候
尓
し
く
は
な
く
候
、
然
と
も
大
体
先
ヅ
家
業
用
向
専
一
尓
勤
メ
、
正
路
尓
理
非
の
決
断
速

尓
分
り
用
足
り
候
人
と
相
成
、
其
上
業
暇
尓
悪
遊
ひ
尓
落
入
ら
ざ
る
為
メ
、
且
ハ
重
役
を
丹
誠
尓
勤
る
其
気
を
養
は
ん
為
メ
、
尤
も
身
分
の
障
り

尓
不
相
成
芸
を
楽
し
み
可
申
事
ニ
て
、
其
前
後
次
第
を
取
違
ひ
申
間
敷
事

　

一　

 （
第
十
条
）
奢
り
も
の
異
人
遊
民
の
類
ひ
と
、
ま
た
風
雅
多
能
と
の
取
り
誤
り
有
之
候
事
尓
て
、
人
中
へ
出
、
差
支
無
之
様
常
尓
心
掛
け
聞
置
き
、

物
尓
立
入
た
し
な
み
有
る
人
ハ
表
付
通
俗
の
人
尓
見
へ
候
へ
共
、
自
然
奥
ゆ
か
し
き
も
の
尓
候

　

一　

 （
第
十
一
条
）
繁
花
の
場
所
へ
参
り
品
々
之
事
を
見
聞
候
、
用
ハ
貴
賎
夫
々
丹
誠
の
勤
を
感
し
、
且
ハ
凡
て
水
ナ
上
ミ
物
の
締
メ
括
り
を
聞
き
、
大

意
を
知
り
候
而
、
自
身
之
用
向
理
非
決
断
の
助
け
尓
も
可
致
儀
尓
候
、
然
る
を
目
の
付
処
違
ひ
候
故
、
田
舎
住
ひ
之
自
然
を
忘
れ
、
場
所
之
栄
花

奢
り
而
已
見
習
ひ
、
場
所
ず
き
と
相
成
、
住
所
を
賎
し
み
、
我
家
之
衣
食
住
を
不
足
尓
思
ひ
候
様
成
行
き
候
ハ
、
以
之
外
之
心
得
違
ひ
ニ
候
、
家

を
治
る
人
ハ
、
第
一
内
を
明
け
さ
る
様
守
り
可
申
、
他
出
致
候
時
ハ
内
尓
心
を
残
し
、
時
刻
違
へ
ず
帰
り
常
々
行
儀
正
し
く
致
し
、
他
行
之
節
ハ

家
内
之
人
案
じ
疑
は
ざ
る
様
可
相
嗜
事

　

一　

 （
第
十
二
条
）
気
性
高
ぶ
り
身
尓
奢
り
付
き
、
艶
飾
り
ニ
長
じ
、
気
色
見
体
の
ミ
よ
く
、
内
実
ハ
薄
情
尓
成
行
心
底
賎
し
く
、
我
一
人
の
好
み
尓
金

銭
多
く
費
し
、
義
理
憐
み
吝
く
成
り
、
内
外
治
り
難
く
候
、
下
々
迚
も
大
禄
方
ハ
人
恐
れ
厳
し
く
異
見
申
者
無
之
候
、
仮
令
諌
争
申
人
有
之
候
と
も
、

通
例
之
身
分
と
ハ
違
ひ
候
と
豪
家
自
慢
の
心
有
之
候
も
の
尓
て
耳
へ
入
り
が
た
く
、
且
ハ
一
応
諌
争
を
感
る
体
尓
候
へ
共
、
実
尓
心
尓
徹
し
即
座

尓
改
心
無
之
ハ
、
仁
義
の
道
を
守
る
志
し
の
無
き
故
尓
候
、
我
心
底
可
恥
入
事

　

一　

 （
第
十
三
条
）
諸
事
を
勤
る
入
用
、
皆
家
業
を
励
む
上
よ
り
致
し
出
つ
る
こ
と
尓
て
、
仁
義
を
守
る
基
ハ
家
業
を
丹
誠
尓
勤
る
事
と
倹
約
を
致
し
候

事
肝
要
尓
候

八　
（
二
八
一
）



近
江
商
人
野
田
六
左
衛
門
家
の
家
訓
と
店
則
（
末
永
國
紀
）

　

一　

 （
第
十
四
条
）
当
時
若
年
故
諸
事
見
習
之
事
尓
て
、
仮
令
難
行
届
事
有
之
候
と
も
、
律
儀
尓
相
勤
候
ハ
ヽ
行
義
の
正
き
尓
人
々
感
し
恐
れ
て
内
外
服

し
治
り
方
別
条
有
間
敷
事

　

一　

 （
第
十
五
条
）
国
元
之
暮
し
方
、
大
小
之
次
第
有
之
候
と
も
、
各
々
無
業
故
倹
約
専
一
尓
可
致
事

　

一　

 （
第
十
六
条
）
倹
約
ハ
先
づ
自
身
の
事
尓
金
銭
を
費
す
儀
を
減
し
、
身
持
を
改
め
可
申
、
其
勤
方
神
妙
な
る
を
内
外
之
人
感
し
候
様
、
辛
抱
仕
遂
け

可
申
事

　

一　
（
第
十
七
条
）
倹
約
ハ
我
心
の
取
締
り
尓
て
必
ら
ず
他
言
口
外
可
致
儀
尓
無
之
候
事

　

一　

 （
第
十
八
条
）
勿
論
費
を
省
き
経
済
を
用
ひ
候
儀
ハ
、
物
の
冥
加
を
知
り
候
道
理
、
且
ハ
時
節
柄
之
掟
尓
も
相
叶
ひ
候
儀
尓
て
、
損
益
を
巨
細
尓
気

を
付
け
精
々
始
末
可
致
事

　

一　

 （
第
十
九
条
）
倹
約
中
ニ
候
迚
、
卒
か
尓
家
内
勝
手
向
微
細
尓
目
を
付
け
、
内
外
厳
し
く
制
し
、
吝
惜
之
筋
尓
当
り
候
ハ
ヽ
不
和
合
尓
相
成
、
却
而

大
き
な
る
災
い
出
来
可
申
事

　

一　

 （
第
二
十
条
）
倹
約
ハ
経
済
と
等
し
く
候
而
、
無
益
之
雑
用
を
省
き
事
を
少
く
報マ
マ

斗
ひ
候
事
尓
て
、
実
意
義
理
を
欠
き
候
仕
方
尓
ハ
無
之
候
、
急
度

可
相
弁
事

　

一　

 （
第
二
十
一
条
）
十
之
身
上
を
二
分
五
厘
尓
法
を
立
、
心
尓
も
行
ひ
も
二
分
五
厘
を
定
矩
と
致
し
、
外
よ
り
内
を
詰
る
様
心
得
、
影
日
向
な
く
倹
約

を
守
り
、
必
ら
ず
世
間
の
義
理
を
缺
く
べ
か
ら
ず
、
人
情
尓
行
き
わ
た
り
世
を
正
直
尓
渡
り
経
済
を
専
一
に
、
事
を
少
く
斗
ひ
、
其
上
実
意
を
以

身
分
尓
叶
ひ
可
申
た
け
ハ
正
道
之
利
を
以
人
を
助
け
、
大
様
尓
斗
ひ
候
様
心
得
候
而
、
災
ひ
無
之
安
心
尓
候
、
経
済
を
用
ひ
候
而
事
繁
げ
か
ら
ざ

れ
バ
、
生
涯
心
配
少
な
く
身
の
養
生
尓
も
相
成
候
、
只
安
心
を
楽
し
み
と
心
懸
け
申
べ
き
事

　

一　

 （
第
二
十
二
条
）
常
綺
羅
と
申
テ
常
々
奢
る
べ
か
ら
す
、
衣
服
手
道
具欠
カ

住
居
食
事
等
常
と
臨
時
の
分
を
可
致
事

　

一　

 （
第
二
十
三
条
）
富
家
之
人
奢
る
時
ハ
忽
ち
甚
し
く
目
立
世
間
広
く
成
り
、
再
ひ
約
か
尓
な
り
難
く
、
中
以
下
の
人
奢
り
見
習
候
ハ
ヽ
衰
微
い
た
し
、

九　
（
二
八
〇
）



第
六
十
三
巻  
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二
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身
上
立
直
り
難
く
、
近
親
配
下
の
者
へ
ハ
主
人
自
身
倹
約
い
た
し
見
真
似
風
俗
押
う
つ
り
候
ハ
ヽ
、
何
よ
り
之
厚
情
ニ
候
、
一
言
の
こ
と
ば
尓
も

倹
約
之
意
を
含
み
、
其
上
応
変
の
咄
し
を
可
致
事

　

一　
（
第
二
十
四
条
）
倹
約
ハ
自
分
の
身
を
詰
め
、
内
の
暮
し
を
奢
ら
ざ
る
様
可
致
事

　

一　

 （
第
二
十
五
条
）
家
内
の
暮
し
方
と
世
間
の
付
合
連
続
致
し
候
様
可
相
斗
、
凡
そ
人
ハ
愚
か
者
ハ
な
し
、
智
の
早
き
と
遅
き
之
違
ひ
、
皆
人
賢
き
者

と
可
相
心
得
事

　

一　

 （
第
二
十
六
条
）
倹
約
を
他
へ
及
す
べ
か
ら
ず
、表
へ
顕
す
べ
か
ら
ず
、外
へ
出
て
人
付
合
致
し
候
時
も
、家
内
へ
人
を
受
け
候
節
も
、倹
約
中
尓
候
迚
、

麁
略
之
あ
し
ら
ひ
致
間
敷
、
猶
以
丁
寧
尓
心
付
、
懇
尓
付
合
可
申
事

　

一　

 （
第
二
十
七
条
）
花
麗
尓
ハ
致
し
易
く
、暮
し
ハ
緩
ミ
安
く
候
、倹
約
を
上
手
尓
用
ひ
候
こ
と
ハ
至
而
仕
難
き
も
の
と
相
心
得
、諸
事
尓
気
を
付
け
可
申
、

倹
約
ハ
善
事
、
吝
惜
ハ
悪
事
と
心
得
可
申
事

　

一　

 （
第
二
十
八
条
）
家
事
改
革
ニ
付
、
倹
約
尓
心
付
候
ハ
ヽ
、
第
一
自
身
の
身
持
を
正
し
く
相
改
め
、
家
業
渡
世
尓
精
心
を
入
れ
申
す
べ
き
事

　

一　

 （
第
二
十
九
条
）
先
祖
よ
り
家
得
を
譲
り
受
候
と
も
、
主
人
役
勤
可
申
ハ
借
り
も
の
ゝ
如
く
、
我
物
尓
不
相
成
道
理
尓
て
、
家
内
頭
と
唱
へ
候
も
虚

名
尓
候
、
支
配
不
行
届
ハ
年
分
之
損
毛
幾
斗
り
哉
算
へ
難
し
、
何
卒
其
役
全
く
備
り
、
世
間
通
用
之
利
に
賢
く
大
丈
夫
尓
臆
セ
ず
、
決
断
速
尓
執

斗
ひ
相
成
候
様
、
急
度
其
家
相
当
之
主
人
役
無
滞
相
勤
り
、
実
の
主
人
と
被
為
相
成
可
申
事

　

一　

 （
第
三
十
条
）
主
人
業
体
尓
昧
け
れ
バ
、
士
卒
尓
下
知
仕
難
し
、
手
代
之
懈
怠
も
励
も
目
尓
見
へ
ざ
れ
ハ
、
賞
罰
正
し
か
ら
ず
、
勝
利
勤
功
も
少
く
候
、

未
熟
尓
て
其
役
尓
居
候
而
諸
事
尓
差
支
へ
、
生
涯
心
苦
多
か
る
へ
し
、
大
イ
家
之
主
人
ハ
諸
事
達
人
と
申
ほ
ど
尓
あ
ら
ざ
れ
は
、
隅
々
迄
行
届
き

が
た
く
、
主
人
鈍
け
れ
ハ
士
卒
も
次
第
尓
疎
く
な
り
候
而
、
終
尓
勢
ひ
を
失
ひ
申
す
べ
し
、
深
く
思
案
可
致
事

　

一　

 （
第
三
十
一
条
）
大
家
之
人
ハ
、
富
家
栄
花
之
付
合
ひ
と
詮
な
き
雑
用
向
尓
年
月
を
費
し
、
人
品
挨
拶
柄
押
出
し
の
見
体
而
已
宜
し
く
候
而
、
事
尓

臨
ミ
鈍
き
柔
弱
之
形
尓
て
用
立
兼
候
事

一
〇　
（
二
七
九
）



近
江
商
人
野
田
六
左
衛
門
家
の
家
訓
と
店
則
（
末
永
國
紀
）

　

一　

 （
第
三
十
二
条
）
慈
悲
柔
弱
勘
弁
を
表
へ
顕
す
べ
か
ら
す
、
泣
も
ろ
き
と
見
ら
る
ゝ
ハ
大
イ
な
る
瑕
尓
て
、
凡
て
人
応
対
の
障
り
尓
成
り
候
、
大
体

人
心
富
家
の
方
ハ
無
差
別
尓
施
す
も
の
と
斗
り
心
得
居
候
も
の
尓
て
、
且
ハ
有
得
之
方
ヘ
ハ
付
ね
ら
ひ
利
を
得
ん
と
工
み
迎
ふ
も
の
な
り
、
其
用

心
致
す
べ
し
、
不
順
尓
人
を
憐
む
ハ
却
而
道
尓
背
き
申
べ
し
、
正
道
之
利
を
以
斗
ひ
候
事
故
、
人
々
平
等
尓
悦
び
候
様
尓
ハ
致
か
た
く
候
、
先
づ

表
ハ
理
非
ニ
賢
く
直
ニ
苦
ミ
を
含
み
気
し
き
強
く
見
せ
候
事
、
佞
人
諂
ら
ひ
者
を
近
付
け
ざ
る
様
厳
し
く
有
ら
せ
候
而
、
内
心
尓
は
我
及
ぶ
だ
け

人
を
助
け
ん
と
精
々
尓
察
し
、
思
ひ
遣
り
申
す
べ
し
、
何
れ
の
所
尓
も
貧
家
ハ
多
き
も
の
也
、
富
家
の
付
合
不
調
法
た
り
と
も
貧
家
の
人
を
上
手

尓
付
合
ひ
、
多
く
の
人
を
服
さ
せ
候
様
心
得
候
儀
、
富
家
尓
暮
す
人
の
嗜
み
の
肝
要
た
る
べ
き
事

　

一　
（
第
三
十
三
条
）
言
語
尓
応
変
場
合
之
虚
言
申
す
べ
か
ら
ず

　

一　
（
第
三
十
四
条
）
容
易
尓
物
を
受
合
ふ
べ
か
ら
ず

　

一　
（
第
三
十
五
条
）
言
語
尓
艶
飾
り
を
申
す
べ
か
ら
す
、
四
方
山
の
話
説
と
用
談
と
混
雑
致
す
べ
か
ら
す

　

一　
（
第
三
十
六
条
）
凡
て
大
イ
家
の
人
尓
於
テ
約
を
違
へ
候
ハ
、
不
似
合
之
事
尓
て
可
相
嗜
事

　

一　

 （
第
三
十
七
条
）
人
の
勤
功
を
賞
美
致
候
時
、
言
語
尓
て
永
々
と
演
べ
候
ハ
宜
し
か
ら
ず
候
、
心
尓
て
感
賞
致
し
候
ハ
ヽ
程
能
く
通
し
可
申
事

　

一　

 （
第
三
十
八
条
）
高
ぶ
り
候
ハ
奢
り
之
甚
し
き
尓
て
相
慎
し
む
べ
し
、
然
れ
と
も
余
り
卑
下
致
し
候
ハ
見
苦
し
く
候
、
謙
退
尓
も
一
段
と
か
二
段
と

か
程
之
可
有
之
事

　

一　
（
第
三
十
九
条
）
決
断
と
申
事
ハ
、
気
を
柔
和
尓
深
く
思
慮
致
し
、
利
ハ
是
尓
限
る
と
至
極
の
処
尓
定
む
る
を
決
断
と
申
す
事
尓
候

　

一　
（
第
四
十
条
）
軽
率
尓
我
意
を
以
定
メ
言
ひ
募
り
候
ハ
、
我
情
と
申
事
尓
候
、
決
断
と
我
情
と
の
心
得
違
ひ
致
間
敷
候
事

　

一　
（
第
四
十
一
条
）
人
応
対
ハ
気
永
尓
柔
和
専
一
尓
相
心
得
、
決
断
ハ
速
尓
可
致
事

　

一　
（
第
四
十
二
条
）
家
得
家
格
を
便
り
尓
人
尓
用
ひ
ら
る
ゝ
ハ
、
実
の
主
人
尓
無
之
故
、
人
徳
を
感
し
人
々
服
し
候
様
相
嗜
み
可
申
事

　

一　
（
第
四
十
三
条
）
左
程
六
ケ
し
き
勤
メ
難
き
儀
尓
も
御
座
有
間
敷
候
、
只
心
を
篤
実
の
処
尓
居
き
候
様
可
致
事

一
一　
（
二
七
八
）



第
六
十
三
巻  

第
二
号

　

一　
（
第
四
十
四
条
）
家
業
勝
達
ハ
只
心
を
入
れ
候
迄
尓
て
、
自
然
尓
獲
得
致
し
可
申
事

　

一　
 （

第
四
十
五
条
）
有
る
上
尓
も
渡
世
を
励
み
、
倹
約
を
守
る
ハ
欲
心
之
深
き
と
申
す
ハ
大
イ
な
る
誤
り
尓
て
、
主
人
の
下
知
行
届
丹
誠
尓
励
て
漸
々

昔
尓
替
る
事
な
き
も
の
な
り
、
凡
家
得
ハ
半
バ
家
尓
有
り
、
半
バ
人
尓
あ
り
、
勿
論
自
分
の
力
無
之
候
て
ハ
人
の
力
も
借
り
難
し
、
大
イ
家
の
主

人
ハ
猶
更
達
人
と
申
す
程
尓
無
之
而
ハ
、
隅
々
ま
で
行
届
が
た
し
、
主
人
鈍
け
れ
バ
士
卒
自
然
と
疎
く
成
り
、
終
尓
勢
い
ひ
を
失
ひ
可
申
事

　

一　

 （
第
四
十
六
条
）
富
家
尓
し
て
倹
約
を
守
る
事
仕
難
し
、
艱
難
せ
ず
し
て
人
情
尓
よ
く
立
入
、
業
体
尓
手
を
お
ろ
さ
ず
し
て
、
尤
も
要
メ
締
メ
く
ゝ

り
を
よ
く
知
て
、
士
卒
尓
下
知
行
届
か
せ
候
事
、
甚
以
難
致
候
へ
と
も
、
右
様
無
之
而
ハ
数
年
之
損
益
興
廃
全
く
主
人
独
り
の
優
劣
次
第
尓
候
事

　

一　

 （
第
四
十
七
条
）
世
間
の
盛
衰
を
見
候
尓
、
多
く
ハ
無
益
之
事
尓
凝
り
偏
り
奢
尓
長
し
、
家
業
未
熟
尓
致
し
、
人
応
対
尓
鈍
く
、
世
事
尓
疎
く
候
よ

り
衰
へ
可
申
事

　

一　

 （
第
四
十
八
条
）
賈
人
の
商
ひ
を
怠
り
、
奢
り
を
見
習
ひ
、
主
人
行
状
之
正
し
か
ら
ざ
る
ハ
、
何
様
の
豪
家
た
り
と
も
危
く
候
、
倹
約
ハ
す
べ
き
事

を
致
さ
ず
と
申
儀
尓
無
之
、
倹
約
道
を
守
る
事
と
心
得
可
申
事

　

一　
（
第
四
十
九
条
）
改
革
ハ
新
例
を
立
る
儀
尓
ハ
無
之
、
数
年
之
誤
り
を
今
般
改
メ
直
す
と
申
事
ニ
候

　

一　

 （
第
五
十
条
）
偏
尓
慎
ミ
勤
て
家
業
を
繁
昌
致
さ
せ
質
素
倹
約
を
守
り
、
其
上
斗
ら
す
損
失
有
之
候
共
、
猶
以
正
路
篤
実
尓
業
体
相
励
み
候
ハ
ヽ
、

天
理
尓
相
叶
ひ
可
申
道
理
、
其
損
愈
へ
可
申
事
尓
て
、
永
続
疑
ひ
御
座
有
間
敷
事

　

文
政
十
亥
年
十
一
月
晦
日

　

右
ハ 

第
三
世
秀
貞
君
之
遺
書
ニ
シ
テ
、
我
々
子
孫
ヲ
訓
戒
セ
ラ
レ
タ
ル
事
、
至
レ
リ
尽
セ
リ
、
依
テ
今
更
メ
テ
吾
家
ノ
家
訓
ト
ス
、
我
カ
一
族
タ
ル
者
、

常
ニ
服
膺
シ
テ
背
カ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ベ
キ
者
也

一
二　
（
二
七
七
）



近
江
商
人
野
田
六
左
衛
門
家
の
家
訓
と
店
則
（
末
永
國
紀
）

　
　
「
店
人
心
得
書
」（#

1482

）

　

第
一
条　
　

御
政
令
之
旨
厚
ク
相
守
可
申
事

　

第
二
条　
　

金
銭
融
通
貸
之
儀
、
親
疎
ヲ
問
ハ
ス
一
切
相
断
可
申
事

　

第
三
条　
　

 
店
人
相
互
ヒ
ニ
金
銭
貸
借
物
品
売
買
、
又
ハ
一
己
之
私
リ
ヲ
貪
り
、
私
ニ
他
之
商
業
ヲ
営
ム
等
之
儀
ハ
勿
論
、
仮
令
店
用
タ
リ
ト
モ
本
家

又
ハ
本
店
之
指
揮
ヲ
受
ケ
ス
、
猥
リ
ニ
本
業
外
之
商
業
ニ
関
係
候
儀
、
堅
ク
禁
止
候
事

　

第
四
条　
　

 

支
配
人
其
外
ト
モ
他
行
之
節
、
金
銭
持
出
之
儀
、
仮
令
一
時
之
事
タ
リ
ト
モ
無
帳
合
ニ
テ
持
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
必
ラ
ス
同
勤
之
内
立
会
入

帳
之
上
、
持
出
可
申
事

　

第
五
条　
　

 

店
蔵
人
モ
給
料
先
キ
貸
、
一
切
相
不
成
候
、
若
シ
給
料
之
内
借
用
致
度
節
は
、
其
入
用
筋
明
白
ニ
帳
場
江
申
立
、
店
人
ハ
支
配
人
、
蔵
人

ハ
杜
氏
之
許
シ
ヲ
受
ケ
、
借
用
可
致
候
事

　

第
六
条　
　

 

店
人
私
宅
入
用
送
リ
金
之
儀
ハ
、
総
テ
本
家
取
次
、
又
ハ
為
替
ニ
相
頼
可
申
候
、
私
宅
ヘ
直
キ
送
リ
之
儀
、
一
切
不
相
成
候
、
荷
物
モ
同

様
相
心
得
、
可
成
他
之
疑
惑
ヲ
受
ケ
サ
ル
様
相
心
掛
ケ
可
申
候
事

　

第
七
条　
　

日
々
出
入
勘
定
之
儀
ハ
、
其
日
之
締
メ
括
リ
ニ
付
、
大
切
ニ
相
心
得
、
有
金
銭
等
一
同
立
合
之
上
、
入
念
ニ
取
調
可
申
事

　

第
八
条　
　

毎
月
々
〆
報
告
ハ
、
必
ラ
ス
翌
月
三
日
迄
ニ
調
製
シ
、
本
家
并
ニ
本
店
ヘ
壱
通
ツ
ヽ
差
出
可
申
候
事

　

第
九
条　
　

 

本
家
并
ニ
本
店
江
文
通
之
節
ハ
、
商
業
上
之
景
況
及
物
価
等
ハ
勿
論
、
其
他
異
事
珍
事
等
無
洩
相
認
メ
、
少
シ
ク
モ
毎
月
二
回
宛
差
出
可

申
事

　

第
十
条　
　

 

主
人
又
ハ
本
店
支
配
人
見
廻
リ
之
節
ハ
、
諸
帳
簿
等
検
査
可
致
ニ
付
、
平
常
相
心
懸
ケ
明
瞭
ニ
記
載
シ
置
ク
ヘ
シ
、
且
何
事
ニ
限
ラ
ス
総

テ
隔
意
ナ
ク
相
談
可
致
候
、
然
レ
ト
モ
支
店
支
配
人
タ
ル
者
、
万
事
本
家
又
ハ
本
店
ヘ
モ
タ
レ
候
儀
、
不
宜
候
、
其
身
一
己
ニ
引
請
ケ
配

慮
之
儀
肝
要
ニ
候
事

一
三　
（
二
七
六
）



第
六
十
三
巻  

第
二
号

　

第
十
一
条　

 

印
形
取
扱
之
儀
、
大
切
之
儀
ニ
付
、
麁
略
之
取
扱
申
間
敷
候
、
殊
ニ
支
配
人
其
他
主
人
代
理
ト
シ
テ
調
印
ニ
候
節
ハ
、
主
人
之
実
印
ト
同

様
之
儀
ニ
付
、
趣
意
不
分
明
ナ
ル
書
面
、
又
ハ
白
紙
ニ
押
用
シ
、
或
ハ
他
人
江
委
託
ス
ル
等
之
儀
、
堅
ク
相
慎
ミ
可
申
候
、
若
シ
実
印
押

用
候
節
、
其
書
面
之
主
意
篤
ト
相
弁
シ
候
上
、
逐
一
日
記
帳
等
ヘ
記
載
可
置

　

第
十
二
条　

 
醸
造
中
ハ
毎
日
出
糀
取
寄
セ
、
店
内
相
互
ヒ
ニ
吟
味
合
ヒ
可
申
候
、
上
ケ
船
有
之
候
ハ
ヽ
日
々
唎
酒
致
シ
、
無
間
断
入
精
可
致
候
、
且
又

夏
日
ニ
至
リ
候
ハ
ヽ
酒
火
足
無
怠
注
意
可
致
候
、
将
又
酒
造
中
ハ
店
セ
方
ニ
於
テ
モ
万
事
ニ
相
慎
ミ
、
総
テ
遊
芸
ケ
間
敷
儀
、
一
切
不
相

成
候
事

　

第
十
三
条　

 

近
来
奢
侈
之
風
俗
世
間
ニ
流
布
シ
、
若
年
之
者
遊
惰
之
悪
弊
ニ
陥
リ
候
儀
、
深
ク
歎
ク
ヘ
キ
事
ニ
候
、
元
来
吾
レ
々
故
国
ヲ
去
リ
、
遠
ク

他
国
ヘ
出
店
致
候
原
由
ハ
我
等
カ
故
国
ニ
ハ
妻
子
券マ
マ

属
ヲ
モ
育
ム
ヘ
キ
生
産
ナ
キ
ユ
ヘ
不
得
止
遠
国
江
出
稼
キ
致
候
儀
ニ
候
、
畢
竟
農
家

之
鍬
鋤
ヲ
携
ヘ
田
圃
ニ
出
テ
候
ト
同
根
之
心
得
ニ
テ
、
我
等
身
分
之
本
原
ヲ
篤
ト
相
弁
ヘ
、
今
後
質
素
倹
約
ヲ
相
守
リ
無
余
念
業
体
一
途

ニ
勉
励
可
致
候
、
若
シ
右
訓
戒
ヲ
忘
却
シ
身
分
不
相
応
ノ
衣
類
物
品
等
ヲ
取
持
ス
ル
モ
ノ
有
之
候
ハ
ヽ
直
チ
ニ
取
上
ケ
可
申
事

　

第
十
四
条　

 

総
テ
店
之
為
方
不
宜
事
見
聞
乍
致
、
傍
輩
之
儀マ
マ

理
ナ
ト
ヽ
相
心
得
、
互
ニ
蔵
ク
シ
合
ヒ
候
儀
、
甚
タ
心
得
違
ニ
候
、
蔵
ク
シ
置
候
ヘ
ハ
其

者
猶
々
相
募
リ
終
ニ
は
大
罪
に
陥
リ
可
申
候
間
、
聞
及
次
第
急
度
異
見
ヲ
加
江
、
尚
不
相
用
ニ
候
ハ
ヽ
速
ニ
帳
場
江
申
出
ヘ
ク
候
事

　

右
箇
条
之
通
、
一
同
堅
ク
相
守
可
申
者
也

　
　
　
　
　
　

明
治
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
月

（
す
え
な
が　

く
に
と
し
・
同
志
社
大
学
経
済
学
部
）

一
四　
（
二
七
五
）
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